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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　エアコンの不具合でご心配をおかけしておりま

す。生徒から聞いていると思いますが、本当に暑

い…。先日自由の刑という話を書きましたが、現

在は専らサウナの刑です。１学年に携わっていた

だいている先生方、生徒のみなさん、来週は午前

授業になりましたのであと１週間何とかみんなで

乗り切りましょう。

　7/8(火)にはキャリアガイダンスと生徒会役員選

挙が行われました。キャリアガイダンスでは、進

学する場合の考え方として、①将来を見据えて選

ぶ（なりたい仕事から）、②学問分野で選ぶ（自分

の興味関心から）、③学校で選ぶ（偏差値や校風か

ら）の３つで考えるといいという話を講師の先生

がしてくれました。その後各大学、専門学校の個

別説明会が２コマ設定されました。科を問わず夏

のオープンキャンパスにぜひつなげてください。

　午後の生徒会役員選挙では、生徒会長にCルー

ム川畑 友絆さん、書記・会計にCルーム岡本 楓眞

さん、Eルーム桐畑 ゆいさんが立候補をしまし

た。また桐畑さんの応援でCルーム小木 奈緒子が

スピーチをしました。Cルーム川畑 友絆さんは決

選投票ということもあり、とても気合の入ってい

る様子でした。川畑さんが演説したのは次のよう

なことです。

「今まで学校にいて皆さん不満に思っていること

がたくさんありますよね。ジャージを着たまま授

業を受けられないなど、誰もが不満に思っている

ことはあると思います。そのような問題はここ最

近できたような問題ではありません。しかし現在

もなかなか解消されていないという状況が続いて

おり、校則検討委員会や生徒総会の動きも少ない

というのが現状です。これらの活動をもっと積極

的に改善していくためには、これらを推し進める

タイミングが必要です。高校生活というのは思い

の外少ないものです。人生で一度しかない高校生

活。もっと楽しみたいですよね。そのためには、

まず不満をなくしていることから始まります。校

則で決まっていることに満足、今のままでいいと

言うのであればそれでも構いませんが、その場合

は皆さんがその校則にしたがって行かなければい

けません。しかし、もし不満があるっていうのな

らば、それを変えていく必要があります。今まで

行われてきた活動をもっと加速し、改革して行

く。これが今のこの学校に必要な生徒会であり、

私のやっていきたい生徒会活動です。」

　とても力強い演説でしたが、惜しくも川畑さん

は落選でした…。残念ですがお疲れ様。生徒会役

員に立候補した方、小木さんを始め応援演説をし

てくれた方、選挙管理委員のみなさんお疲れさま

でした。みなさん素敵だったよ。

　無事信任された岡本さん、桐畑さんは神無祭が

終わったあたりに生徒会活動についてインタビュ

ーしてみたいですね。学校生活をよりよくするの

は、生徒会役員をはじめ本当にみなさん次第です

よ。最近スカートが短い生徒も少し増えてきたよ

うに感じますが、自分たちで決める校則をちゃん

と守ってくださいね？

　さて、明日はいよいよ鎌倉・江の島遠足です。

天気が心配ですが…。6時の段階で暴風警報が出て

いた場合は中止となり、家庭学習になります。雨

は強くなさそうなので暴風警報が出ていた場合以

外は10時に鎌倉海浜公園に集合です。ルームの壁

を壊す！なんて目標を掲げているグループが多か

ったですが、「もともと壁なんかないんじゃな

い？」と思う次第です。付き合ってきた時間こそ

違えど、みんな大事な１学年のメンバーよ。明日

は思いっきり楽しみましょう。


